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環境経営方針
管理MBll‐ 1

〈基本理念〉

“自然とともに生きる
″
を信条に、社員一人一人が地球環境・住み続けられるまちづくり実現に向け

取り組んでいきます。

<環境保全への行動指針>

①環境に配慮した企業活動を自主的に、継続的に取り組みます。
環境負荷低減の取り組みを着実に実行するため、環境目標を設定して積極的な環境保全

活動を継続的に推進 します。

② 環境に配慮した建築・土木工事を推進します。

環境に十分配慮した設計、工事や再生資源の使用を行い、環境保全に貢献します。

③ お客様に対する環境に配慮した建設物の提案を推進します。

④ 環境関連法規およびその他要求事項を遵守し、環境汚染の防止に努めます。

建設基準法、廃棄物処理法、公害対策等法規制を包含し、地域に応じた基準を遵守します。

⑤二酸化炭素排出量削減、節水を推進します。
燃料削減、電気使用量削減、節水に積極的に取り組みます。

⑥産業廃棄物の減量化、再資源化、適正処理に努めます。
廃棄物の排出量を削減 し、リサイクルを推進 します。

⑦建設資材の化学物質の適正な使用と管理に努めます。

③ グリーン調達を推進します。
事務用品等の購入については、環境に優しい製品の購入。使用に努めます。

③住み続けられるまちづくりのために、緊急対応業務・地域貢献活動を積極的に取り組んでいます。

⑩環境活動レポートを、全社員と共有し一般にも公開します。

令和 1年 10月 改定
株式会社 エイゼンコーポレーション
代表取締役 林 美津代

自然とともに生きる



2.組織の概要

1.事業所名

代表者氏名

2.所在地

3.環境管理責任者

担当者氏名

連絡先

4事業概要

5認証対象範囲

6.許認可

7.法人設立年月日

8.資本金

9.事業年度

株式会社 エイゼンコーポレーション

代表取締役 林 美津代

〒371-0103

群馬県前橋市富士見町小暮1527-9

取締役専務 吉田 孝之
加藤 絢

tel1 027-288-811l    fax 027-288-8110

E―rnail eizencom@wOndenOcn.ip    ∪RL  http://www.e― eize∩ .∩ et

土木工事、建築工事、管工事、舗装工事、水道施設工事

全組織・全活動

■建設業

建設業の許可番号 群馬県知事許可 (特-2)第9624号

有 効 期 限  令和2年 11月 17日から令和7年 11月 16日まで

建設業の種類 土木工事業

大工工事業

とび・土工工事業

屋根工事業

タイル れんが・ブロックエ事業

鉄筋工事業

しゆんせつ工事業

ガラスエ事業

防水工事工事業

熱絶縁工事業

水道施設工事業

建築工事業

左宮工事業

石工事業

管工事業

鋼構造物工事業

舗装工事業

板金工事業

塗装工事業

内装仕上工事業

建具工事業

解体工事業

■産業廃棄物収集運11受業

廃棄物収集運搬業 群馬県知事許可番号 01000077225
許 可 年 月 日  令和 3年6月5日
許可の有効年月日  令和 8年6月4日

事 業  区 分  収集、運搬
廃棄物の種類 ①廃プラスチック類②紙くず③本くず④繊維くず

⑤金属くず⑥ガラスくず・コンクリートくず及び

陶磁器くず⑦がれき類 (以上7種類)

昭和52年 11月 15日

¥48,000,OOO.―

4月 1日から翌年3月 31日



3.EA21:美:方極拳軽制

株式会社エイゼンコーポレーション

作成者 :社長
作成日 :2023,3. 1

環境経営システム組織図

現 場

役割分担表 環境経営システム 役割・責任・権限表
役割・責任・権限

代表者 (社長リ 司瓢寛経富[関する硫話貢彊戸
~~~ ~~~

・環境経営システムの実施に必要な。人、設備、費用、時間、技能、技術者

を準備。
・環境管理責任者を任命。
・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境目標・環境活動計画書を承認。

・代表者による全体の評価と見直しを実施。

・環境活動レポートの承認。

・環境関連法規等の取りまとめ票を承認。

環境管理責任者 司輌薪甕菱万〒面所覇画
~~実

施、管理。1

・環境関連法規等の取りまとめ表の作成と運用

・環境目標・環境活動計画書を確認。

・環境活動の取組結果を代表者へ報告・

・環境活動レポートの確認。

環境事務局 “環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局。
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施。
,環境目標、環境活動計画書原案の作成 c

・環境活動の実績集計。

・環境関連法規等取りま砂 表に基づく遵守評価のとりまとめと記録。

・環境関連の外部コミュニケーシヨンの窓口。

・環境活動レポートの作成、公開 (事務所に備付けと地域事務局への送付 )

環境委員会 ‐工事の進捗状況の確認と問題点の改善方法の審議

・次年度の目標設定と活動計画等について審議

現場 "現場に即した法令確認とチェック
・産業廃葉物の抑制及び削減と適正処理の確認

・協力会社への環境関連の指示

全従業員

決められたことを守り、自主的

営業 し、

総務 .環境房吾両瀬面亜警:霧:テ覆画面蘊房:の

'重

要性を自覚



4.環境)舌動の取組計画とその実績
1.環境目標と実績状況

当社は、エコアクション21に基づ<環境経営システムを構築し、平成22年6月から環境活動に取り1

前年度の環境負荷実績を調査し、目標の基準と致し意した。

X

※電力の排出係数は、0.442kg― C02/kWh(東京電力)を使用しています。

※化学物質の使用は、ありません。

環境経営目標

基準値 対象期間の実績 中長期目標

2021年度 (2022年 6月 ～2023年 5月 ) 2023年 2024年

実績 目標 目標値 実績 判定 目標 目標

売上高100万円

当り二酸化炭素

排出量削減

87.45

2021年度

実績に対して

0,5%肖」1減

87.01 59.53 ○

2022年度

実績に対して

0.5%削減

2023年度

実績に対して

0.5%肖」減

総量

(kg‐ C02)
66284 67984

一般廃棄物の

削減

(kg)

168
2021年度

実績に対して

0.5%肖」減

167 162 ○

2022年度

実績に対して

0.5%肖」減

2023年度

実績に対して

0.596肖」減

産業廃棄物

再資源化率

(%)

9896 9896 1009る ○ 9896 989る

水使用量

の削減(ポ )
106

202鮮F度
実績に対して

0.3%削減

105 107 X

2022年度
実績に対して

0,396肖 1'威

2023年度

実績に対して

0,3%削減

本業に関する

目標

地域貢献活動(件 ) 5 6 ○ 5 5

環境に配慮した

土木工事(件 )
3 3 ○ 3 3

顧客への環境に配慮した

建築工事(件 )
2 3 ○ 2 2



取組拠点 活動項目取組目標

昼休み及び無人時の消灯

2 OA端末未使用時のシャットダウン (省エネ設定)

3 コピー機の節電モードの活用
電気使用量の削減 事務所

4 適正な室内温度  (夏季28℃ 冬季20℃ )

急発進、急停車の是正

2 アイドリングストップ
2 燃料の削減

現場

吉田 (孝 )

5。 環境活動計画の内容
※年間を通して実施すること

1

3.総排水量の削減

取組目標 責任者 活動項目

3 紙使用量の削減
事務所
加藤

両面コピー等裏紙の再利用

2 パソコンの有効活用

廃棄物の削減 (―
般廃棄物)

事務所
加藤

新聞紙、アルミ缶等、子供会のリサイクル活動協力

2 資源ゴミ等徹底分別

3 ゴミ箱の削減

4 事務所及び倉庫内の整理整頓

5 リサイクルトす―の活用

5 廃棄物
の再資源化
(建築廃材)

現場

吉田 (1肇 )

マニフェストを元に廃棄物の適正な処理の確認

2 回収した資源ゴミがリサイクルされるように確認

3 使用材料の無駄を省<

4 資源ゴミ等徹底分別

取組目標 責任者 活動項目

6 水使用量の削減
事務所
加藤

トイレ貯水タンクの工夫により1 回の使用量を抑える

2 食器洗い、手洗い時に節水に努める

責任者 活動項目取組目標

地域の奉仕活動へ、積極的に参加する
9 地域活動貢献

現場
吉田 (孝 ) 2 使用可能な廃材を無償で提供する

取組目標 責任者 活動項目

10 グリーン商品採用
現場
吉田 (孝)

環境に十分配慮した設計、工事を行い環境保全に努める

2 設計、工事時に、積極的 |こグリーン商品を採用する

凝 ほ へ の 環 1 LL

取組目標 責任者 活動項目

11 グリーン商品説明
現場
苦田 (孝 )

お客様に対する環境に配慮した建設物の提案を推進する

2 グリーン商品の説明、使用の提案を推進する

4



6.取組結果の評価

二酸化炭素
排出量05%削減

実績 削減率31.9%で達成

評価
エコドライプの徹底や不要な電気の使用などはなるべく控え冬季はストーブなどを効率よ<
使用し達成。

次年度の
取組

冬場灯油ストープの使用とエアコンを上手く使い、排出量を抑えることを考える。

一般廃棄物0.5%
削減

実績 削減率は3.57%で達成

評価 ペーパーレスを重視し、日用品等、詰替え商品を積極的に購入することにより努めた。

次年度の
取組

メールでの添付フアイルは記憶媒体もしくは、共有サーバーでの管理。

産業廃棄物
の再資源化

実績 再資源化率l CXD%で 達成

評価 全体としては工事件数が増え、昨年度に比べ排出量,種類も増加するかと思われたが達成。

次年度の

取組
工事の内容により排出種類も変動するが31き続さ再資源化努力をする。

水資源投入量
0.3%削減

実績 プラス0.94%で未達成

評価 コロナ禍で手洗いうがいが日常化されているので節水は少し難しくなっている。

次年度の
取組

従業員数増加の為使用量は増加傾向であるが更なる削減は難しいがので現状維持出来るよう

心掛けして行きたい。

地域活動貢献

実績 参加回数は6回で目標を達成

評価 活動自粛だったものが例年通り再開となったため。

次年度の

取組
活動ごとの担当者を決め、全員が貢献出来るように調整する。

環境に配慮した
土木工事

実績 実績は3件。

評価
河川災害復旧工事の際は、水性生物及び魚類への影響を低くするため瀬廻し (水廻し)をし
て、極力水質汚濁をしない様心がけ取り残された生物の保護及び放流を行つた。

次年度の
取組

新技術NETIS等を積極的に採用し、環境に配慮できる資材等を使用するように取り組ん

く。

で行

お客様への環境
に配慮した建築
工事

実績 実績は3件。

評価 リサイクル資材及び自然素材の積極的提案に取り組みました。

次年度の
取組

グリーン購入法適含資材の積極的提案。



地域活動貢献及び環境活動の取組み内容

ボランテイア活動工事

地域貢献

5Sの実施
不要物及び不要書類の廃棄、保管場所の設定、表示の徹

ゴミ箱の分別
の徹底

現場内 油漏れ対策

SDCsの活動

各自で取り組むことが
できることを考え活動
することから始め、社
会と環境にやさしい企
業を目指す :
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7.環境関連法規の遵守状況

当社に関連する主な環境関連法規制は下表のとおりです。
尚、関連法規制の遵守状況確認を実施した結果、違反はありませんでした。

又、関係当局からの指摘及び地域住民からのクレームや訴訟も3年間ありませんでした。
現場での遵守状況は、安全パ トロール中や職員会議・安全会議などで常に確認しています。

主な適用法律 当社の対応 遵守1ノミ況

廃棄物の処理法及び清掃に
関する法律 (廃掃法)

・廃棄物の削減
0廃棄物の適正処置の確保
。産業廃棄物保管基準遵守
・ 産業廃棄物処理委託基準の遵守
・産業廃棄物管理票の管理義務

遵守確認済

騒音規制法
・規制基準の遵守
・該当する工事の場合は届出と計測実施

該当工事無し

振動規制法
・規制基準の道守
・該当する工事の場合は届出と計測実施

該当工事無し

建設リサイクル法

・分別解体実施義務の遵守
・ 再資源化等実施義務の運守
・発注者への報告義務の運守
・様式による県知事への報告

遵守確認済

オフロード法
・排出ガス適合機器の使用
・適合シールの貼付と確認

遵守確認済

河川法 ・ 該当する工事は河川管理者へ届け出る 該当工事無し

水質汚濁防止法
・ 排水基準の遵守
・ 該当する工事の場合は排水の汚染状況確認

該当工事無し

フロン排出抑制法 ・簡易点検の実施 (3ヶ月に1回以上) 遵守確認済

PR〒R法

・ 特定の化学物質の管理

・ SDSの管理
・ 排出量、移動量の報告

該当なし



8 代表者による評価と見直し結果

評価の見直しの月日 令和5年6月 30日

実施者 代表取締役 林 美津代

全
体
言W
O■
‐

価

コ
メ
ン
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環境への取組は適切に
実施されてしヽるか

(環境方針で誓約した
事が守られているか)

エコアクション21を開始して、10年以上経過してお
り、社員ひとりひとりがSDGSを考慮し環境に対する意識
が高まっています。本年は、日標数値に対し概ね達成でき

ました。またボランテイア活動も例年通り行われ清掃活動

や除革など参加することができました。今後ともエコアク

ション21の活動を通して環境負荷の低減と環境保全に取り
組んでいきます。

環境経営システムが有
効に機能しているか

(その場の取組ではな
<、 決められたルール
に基づいて行動してい

るか、日標を明確にし
取組の結果を評価して
いるか、全員で取り組
んでいるか)

①環境経営システムにおける役割・責任・権限は有効に機
能している。
②法規制に関し関連する範囲が広いが、変化する法規制を
少しずつ学びながら理解と知識を深めて行<必要がある。

変
更
の
必
壼西

=
性
J´‐
C_
十し

f日

ア]ヽ

環境方針 現状のままで良い。 (令和元年度項目◎を変更)

環境目標・ 環境活動計
画

①未達成の項目の要因を把握し、目標を再検討すること。
②社員一人一人が取り組める環境活動として何があるかを
常に情報収集して行<。
③現場の廃棄物排出削減目標は、工事内容によって変動し
てしまうので、設定数値を決めるのは困難であるが、分別
を徹底して建設副産物の再生処理を推進して行<。

その他の環境経営
システムの要素
実施体制を含む

①役割分担と共に各自の担当内容を記録し、効率よ<作業
を行っている。
②集計結果を分析し、不得手な部分を改善する方法と原因
の解明をして行<様全員で検討して行<。


